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【目的】2,4,5一三塩素置換ベンゼンを有するPCB異性体(pcB138､PCB153､PCB180

など)はヒトの肝および血中に多く残留しているが､健常者よりカネミ油症患者で多いPCB

異性体の一つとして､最近､2,2',4,4',5一五塩素化ビフェニル(PCB99)が新たに報告され

た｡そこで､本研究ではPCB99のinvitro代謝について動物肝ミクロゾーム(Ms)を用いて
調べた｡

【方法】動物肝Ms:雄性のラットとモルモットの肝Msは､未処理動物､phenobarbital

(pB)前処理動物､および3-methylcholanthrene(MC)前処理動物から常法により調製

した｡PCB代謝活性 :PCB99をNADPH存在下､HEPES緩衝液bH7.4)中､好気的
に動物肝Msとともに37℃で60分間反応した｡反応後､有機溶媒で抽出し､メチ

ル化した後GC-ECDにて分析した｡

【結果】未処理MsおよびMC前処理Msでは､ラットおよびモルモットのいずれでも代

謝物は全く生成されなかった｡これに対し､PB前処理Msの場合､ラットでは3種類の代

謝物､すなわちM-1､M-2および M-3が生成され､これらの生成活性は､それぞ

れ63.7､60.8および 13.8pmol/60mi〟mgproteinであった｡一方､モルモットでは

M-1とM-3が生成され､それらの生成活性は､それぞれ 10.3と22.3pmol/60min/mg

proteinであった｡次に､代謝物の構造を明らかにするため､予想代謝物として3-OH
体､3'-OH体および5'-OH体のメチル誘導体を合成してGC-MSで比較したところ､

M-1は3'-OH体､またM-2は5'-OH体であることが示唆された｡ただし､M-3の

化学構造は現在のところ不明である｡

【結論】pcB99は､PB誘導性チトクロムP450(ラットCYP2Bl､モルモットCYP2B18)に

より､主に3'位あるいは5'位が水酸化されることが示唆された｡


